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一般調査報告書 

トヨタ自動車がストラスブール市でプラグインハイブリッド車の実証実験を開始 

 

トヨタ自動車は、フランスの電力会社ＥＤＦやストラスブール広域圏と連名で記者発表

を行い、プリウスをベースにしたプラグインハイブリッド車(ＰＨＶ)を使って、充電のた

めのインフラを含めた大規模な公道実証実験を共同で

開始すると発表しました。この実証実験は、１００台

のＰＨＶを３年間にわたって実際の社会活動のなかで

使用し、車両性能、運転者にとっての利便性、充電設

備の性能・安全性、電力網への影響など、さまざまな

観点からデータ収集を行うという、過去に例のない大

規模かつ長期的な取り組みとして大きな意味を持つも

のとして捉えられています。 

同時に、「サステイナブル・モビリティ」を合言葉に

して各自動車メーカーが次世代パワートレーンをそれ

ぞれ模索するなか、「ＰＨＶが現時点ではもっとも現実

的な答えである」とするトヨタ自動車がその普及に向

けて始めた具体的な取り組みの一つとしても、大きな

注目を集めています。 

 今回のレポートでは、自動車の将来について考える手がかりの一つとして、この実証実

験の内容を報告します。 

 

１ 実証実験の内容 

 (1) 実験の概要 

トヨタ自動車とＥＤＦが共同でＰＨＶの実験を行うのはこれが初めてではありま

せん。実際、両社は２００７年からＰＨＶの公道実験を行っていました。この実験は

ＥＤＦが業務の中でトヨタのＰＨＶを使用する中で諸データを収集するものであり、

両社はこの成果を活かして車両とのコミュニケーションを可能にした充電設備の開

発などを行ってきました。しかしながら、この実験に使用されたＰＨＶは最大４台に

限られていました。（一方で、この時期、トヨタ自動車は全世界で２０台のＰＨＶを

使って公道試験を行っていました。） 

ストラスブール広域圏における今回の実験は、これまでの実験をさらに一歩推し進

め、リチウム電池を搭載することでさらに自律走行能力を高めた１００台の最新世代

のプリウスＰＨＶを使い、ヨーロッパの大都市で三年間という長期にわたって実証実

験を行おうとすることに特徴があります。 

使用されるプリウスＰＨＶはすべてデータ収集装置を装備しており、これにより、 



① 各ユーザーによる充電の頻度及び充電の時間帯 

② 充電頻度や走行距離とのバッテリーの消耗度の関係 

③ ＥＶとしての走行割合と移動範囲 

④ 燃費 

   などを日々単位でモニターすることとしています。 

トヨタ自動車にとっての今回のストラスブール広域圏における実証実験は、全世界

で６００台のプリウスＰＨＶを使って実施する公道実験プログラムの一つです。トヨ

タ自動車によれば、今後、欧州内だけでもドイツ、イギリスなど１８カ国でさらに約

１００台、総計約２００台のプリウスＰＨＶを使って同様の実証実験を行うこととし

ているそうです。 

 (2) プリウスＰＨＶについて 

トヨタ自動車によれば、通常のプ

リウスがニッケル水素電池を搭載し

ているのに対して、今回のストラス

ブール広域圏における実証実験では、

バッテリーをリチウムイオン電池に

換装するなどしてＰＨＶ化したプリ

ウス約１００台を使用するとのこと

です。 

このプリウスＰＨＶは、予めバッ

テリーに充電した電気だけで約２０

kmにわたって走行することができ、その後は既存のハイブリッド車のようにエンジン

とモーターを併用して走行するそうです。１００kmあたりの燃料消費量は２.６ℓ（通

常のプリウスよりも３０％も向上！)、１km あたりの Co２排出量は５９g と、抜群の

環境性能を誇ります。 

２ 実験が行われる範囲と参加パートナー 

今回の実験が行われるのは、ストラスブール市と周辺自治体で構成されるストラスブ

ール広域圏と、国境を越えたドイツのシュトゥットゥガルト市、マンハイム市、カール

スルーエ市を合わせたエリアで、これらの地域のなかに約１５０基の充電スタンドが設

置され、実証実験が行われます。ＰＨＶを提供するトヨタ、充電インフラを提供するＥ

ＤＦ、車を実際に使う公的機関や民間事業などを含めて、３０もの組織、機関、企業が

参加する一大実証実験です。 

トヨタは、今回のプロジェクトを通じて、プラグインハイブリッド技術や車両の性能

に関する研究開発を目指すこととしており、ＥＤＦは充電インフラの多様な使い方の検

証を通じてＰＨＶの理解促進と将来の普及に備えることを目的としているそうです。 

この実証実験では、最新のプリウスＰＨＶについて、ストラスブール市をはじめとす

る公的機関に３０台、企業など民間事業者に７０台が貸し出されることになっています。

ストラスブール市への貸し出し分のなかには、カーシェアリング事業に投入される３台

も含まれています。具体的な貸出先としては、国営郵便企業であるラ・ポスト、ストラ

スブール大学病院、携帯電話会社のオレンジ、自治体からカーシェアリング事業を請け



負っているヴェオリア・トランスポール社などが挙げられています。また、地域別にい

えば、１００台のうち９０台がストラスブール市などのフランス側で、１０台がドイツ

側でそれぞれ使用されます。（もちろん、国境を越えて使用されることもあります。） 

ストラスブール市とストラスブール広域圏は、充電設備工事費、５台の自動車のリー

ス費として合計２０万ユーロの予算をこの実験に割り当てています。ストラスブールは、

古くて新しい都市内交通手段として注目を集め、欧州内の都市がこんにちこぞって導入

を進めているトラムを他に先駆けて導入した都市です。今回の実証実験の場として選定

された理由の一つには、都市交通あるいはサステイナブル・モビリティに関する「先進

性」への高い評価があるようです。 

１５０基の充電ステーションを設置

するのはＥＤＦです。ＥＤＦは、今回

の実験参加企業の施設やその社員の自

宅に約１２０か所、公共駐車場、公道

沿いなどに約３０か所の充電スタンド

を設置します。約１００台のＰＨＶに

対して充電施設が１５０基というのは

少し多いように見えますが、何より都

市におけるＰＨＶの充電状況について

の実験であるため、実際にＰＨＶもし

くはＥＶが普及した状態を前提とし、さらに都市の規模を考慮に入れて決定された数で

あると思われます。 

これら充電スタンドは各車両を識別する機能や、課金情報を管理する機能を持ってお

り、一部の実験車両はこれら機能に対応して、充電プラグを介して充電スタンドとデー

タの交換ができるそうです。 

また、今回の実験は、フランス環境エネルギー管理庁(ＡＤＥＭＥ)が２００８年に募

集した低ＣＯ２排出車の実証実験支援制度に採択された１１の実験の一つであり、同庁

が管理する研究基金から助成を受けています。なお、ＡＤＥＭＥによれば、これらの実

証実験は、各先端技術の実現性の高さを実証すると同時に、それら技術を日常での使用

に堪えるものに適合させていくために実施されているとのことです。（この実証実験支

援制度については、２００９年９月の報告書をご参照ください。） 

 

３ おわりに 

ヨーロッパにおいては、２０１５年までに全人口の７０％が都市部に集中するものと

推測されています。この結果、航続距離は短くとも環境に優しい「コミューター車」に

対する需要が高まることが予想されます。 

ＥＤＦによれば、フランスにおける発電量の９５％は、原子力や水力など、ＣＯ２を

発生させない方法で発電されています。そして、自国での消費分だけでなく近隣国に輸

出する分まで発電している「電力輸出国」でもあります。ＥＶの普及は脱石油という点

でも、フランスにとって大変有利な意味を持っているのです。 

フランス政府は２０２０年までに４０万か所の「公衆充電スタンド」を設置すると発



表するなど、電気自動車の普及を強く後押ししています。また、低Ｃｏ２排出車両の開

発に向けて数々の補助・融資制度を設け、「次世代パワートレーン」に関するデファク

トスタンダードの確立を目指しています。一方で、現在の電気自動車については、１回

の充電による航続距離、主に電池の寿命による維持コストの高さ、充電施設の数などの

点で、未だガソリン車には遠く及んでいないのも事実です。その欠点を補う手法の一つ

がＰＨＶです。 

  今回のトヨタ自動車による実証実験がフランスによる低Ｃｏ２排出車開発支援の対象

となったのは、フランスにおける自動車生産者の一つとしてトヨタ自動車が認められて

いることによるものと思われます。 

  愛知県パリ産業情報センターでは、今回の実験の推移や結果について引き続き注目し

ていくとともに、フランスにおける低Ｃｏ２排出車両の開発状況についてもフォローし

ていきたいと考えています。 

   


